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28
６月

島
根
県
Ｊ
Ａ
青
年
大
会
が
島
根
県
農
協

青
年
組
織
協
議
会
主
催
に
よ
り
出
雲
市
の

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
に
10
組
織
あ
る
青
年
連
盟

の
盟
友
が
集
い
、「
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
の

部
」、「
組
織
活
動
実
績
発
表
の
部
」
で
農

業
に
関
す
る
思
い
を
伝
え
、
日
頃
の
組
織

活
動
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
か
ら
は
、
瑞
穂

支
部
の
上
田
湧
也
さ
ん
が
「
Ｊ
Ａ
青
年
の

主
張
の
部
」
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
将
来

を
担
う
農
家
に
」
と
題
し
て
、「
白
ね
ぎ
の

栽
培
面
積
の
拡
大
を
目
指
し
、
地
元
の
農

業
を
担
う
農
家
に
な
り
た
い
！
」
と
い
う

強
い
思
い
を
も
っ
て
主
張
さ
れ
、
審
査
委

員
か
ら
は
、「
発
表
態
度
が
良
く
、
自
信
を

持
っ
て
自
分
の
主
張
を
発
表
さ
れ
て
お
り
、

審
査
員
の
間
で
も
非
常
に
評
価
が
高
か
っ

た
」
と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
参
加
し
た
盟
友
は
「
明
日

か
ら
の
作
業
も
頑
張
れ
る
。
と
て
も
刺
激

を
も
ら
っ
た
」
と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
は
、
こ
れ
か
ら

も
管
内
の
農
業
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
、
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

島
根
県
青
年
大
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
管
内
４
市
町
に
対
し
、「
Ｊ

Ａ
共
済
地
域
・
農
業
活
性
化
施
策
助
成
金
」
の
活
用
お
よ
び
マ
ル
ヰ
会

山
陰
地
区
会
石
見
エ
リ
ア
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電

機
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
近
年
、
全
国
的
に
も
大
規
模
自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、
管

内
各
市
町
に
お
い
て
も
こ
れ
に
対
す
る
備
え
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
梅
雨
後
半

に
向
け
、
Ｊ
Ａ
も
管
内
に
お
け
る
防
災
装
備
の
充
実
の
一
端
を
担
う
べ
く
、
今
回
の

寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
は
、
家
庭
用
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
ガ
ス
を
使
用
す

る
た
め
取
り
扱
い
が
比
較
的
簡
単
で
あ
り
、
緊
急
時
に
お
い
て
も
安
易
に
使
用
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
マ
ル
ヰ
会
山
陰
地
区
会
：
島
根
県
及
び
鳥
取
県
内
で
マ
ル
ヰ
ガ
ス
を
販
売
す
る
事
業
者
で
構
成
さ
れ
る
組
織

23
５月

29
６月

~

川本町邑南町

江津市美郷町

青年の主張発表者　瑞穂支部　上田湧也さん 県内発表者

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
機

贈
呈
式
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20
６月

４
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
っ
た
「
年
金

受
給
者
日
帰
り
旅
行
」。
多
く
の
方
に

申
し
込
み
を
い
た
だ
き
管
内
各
支
店
か

ら
総
勢
１
２
８
名
、
バ
ス
４
台
で
「
瀬

戸
内
し
ま
た
び
ラ
イ
ン
」
に
行
っ
て
来

ま
し
た
。

梅
雨
時
期
で
も
あ
り
、
天
候
を
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
日
頃
の
行
い
の
成

果
（
？
）、
好
天
に
恵
ま
れ
気
持
ち
良

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ク
ル
ー
ズ
の
Ｓ
Ｅ
Ａ

－

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、
５
月
の
Ｇ
７
に
お
い
て
各
国
の
要

人
を
宮
島
へ
案
内
す
る
際
に
使
用
さ
れ

た
船
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
Ｇ
７

メ
ン
バ
ー
と
同
じ
座
席
で
海
の
旅
を
楽

し
み
ま
し
た
。

大
三
島
で
は
大
山
祇
神
社
で
能
因
法

師
雨
乞
い
の
楠
（
日
本
最
古
樹
齢
３
，

０
０
０
年
）
や
神
門
な
ど
を
見
学
し
、

昼
食
は
今
治
国
際
ホ
テ
ル
で
海
の
幸

た
っ
ぷ
り
の
会
席
を
堪
能
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
組
合
員
・
利
用
者

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

快
晴
の
瀬
戸
内
を
満
喫
し
ま
し
た
‼

令
和
５
年
度
産
の
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
・
出
荷
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ

で
機
械
レ
ン
タ
ル
を
開
始
し
収
穫
に
臨
み
ま
し
た
。
今
作
が
２
年
目
の
取
り
組
み
と

な
り
、
栽
培
技
術
の
向
上
に
よ
り
生
育
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
タ
マ
ネ
ギ
生
産
協
議
会
の
小
松
隆
司
会
長
か
ら
は
「
２
年
目
の
栽
培

と
な
り
、
栽
培
に
自
信
が
つ
い
て
き
た
。
次
作
も
面
積
を
増
や
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
作
に
つ
い
て
は
、
梅
雨
時
期
の
掘
り
取
り
、
拾
い
上
げ
と
な
り
天
候
を
気
に
し

な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
タ
マ
ネ
ギ
は
斐
川
町
に
あ
る
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
広
域
玉
葱
調
製
保
管
施
設
へ
運
ば
れ
、
乾
燥
、
保
管
、
調
製
作
業
の
後
、
県
内
、

広
島
、
米
子
、
福
岡
の
市
場
を
中
心
に
販
売
を
行
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
水
害

対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
作
付
け
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
産

タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫

16
５月

末
６月

~

機械による掘り取り作業風景

広域玉葱調製保管施設へ出荷される専用コンテナ
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30
５月

9
６月

令
和
５
年
度
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
交
流

会
を
邑
南
町
中
野
地
区
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は

毎
年
、
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
管
内
の
保

育
園
児
を
招
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
保
育
園
児
の

参
加
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
と
島
根

お
お
ち
女
性
部
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
が

協
力
し
手
際
良
く
作
業
を
進
め
、
１
時
間
で

約
10
ａ
の
圃
場
に
１
，
２
０
０
本
の
「
紅
は

る
か
」
の
苗
を
無
事
植
え
付
け
ま
し
た
。

秋
に
は
園
児
の
皆
さ
ん
と
に
ぎ
や
か
に

「
芋
掘
り
交
流
会
」
を
開
催
で
き
る
事
を
願
っ

て
い
ま
す
。

第
61
回
島
根
米
品
評
会

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
邑
南

町
日
和
の
日
和
く
も
い
営
農

集
団
組
合
が
「
水
稲
う
る
ち

玄
米
き
ぬ
む
す
め
の
部
」
に

お
い
て
「
島
根
県
農
業
振
興

協
会
長
賞
」、
美
郷
町
小
松

地
の
農
事
組
合
法
人
小
松
地

営
農
倶
楽
部
が
「
水
稲
う
る

ち
玄
米
つ
や
姫
の
部
」
に
お

い
て
「
島
根
県
農
業
振
興
協

会
長
賞
」、
邑
南
町
上
亀
谷

の
洲
浜
昭
文
さ
ん
が
「
水
稲

う
る
ち
玄
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

部
」
に
お
い
て
「
島
根
県
農

業
協
同
組
合
長
賞
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
島
根
県
内
か

ら
１
０
６
点
の
う
る
ち
米
が

出
品
さ
れ
、
管
内
か
ら
は
12

点
を
出
品
し
ま
し
た
。
選
考

基
準
は
形
質
、
整
粒
歩
合
、

水
分
、
着
色
粒
、
異
種
穀
粒
、

異
物
、
品
種
特
性
、
食
味
値

を
基
に
選
抜
し
、
最
終
審
査

が
さ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
農
園
芋
苗
植
え
交
流
会

令
和
４
年
産
島
根
米
品
評
会
に
て
入
賞

邑南町上亀谷
洲浜昭文さん

農事組合法人小松地営農倶楽部
組合長　樋ヶ勝義さん

日和くもい営農集団組合
代表　溝口定信さん
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8
６月11

６月

７
６月

島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会
邑
智
農
政
会
議
（
築
橋
良
治
会

長
）
は
、
農
政
研
修
の
一
環
と
し
て
美
郷
町
議
会
６
月
定
例
会
議
一

般
質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
邑
智
農
政
会
議
で
は
議
会
傍
聴
を
毎
年

し
て
お
り
、
今
回
は
「
今
後
の
農
業
振
興
」
に
つ
い
て
の
一
般
質
問

が
あ
り
、
美
郷
町
の
農
業
振
興
対
策
の
考
え
方
を
拝
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
傍
聴
を
終
え
て
築
橋
会
長
は
「
今
後
の
美
郷
町
の
農

政
に
つ
い
て
、
町
長
を
始
め
町
執
行
部
と
議
員
双
方
の
考
え
が
展
開

さ
れ
、
真
剣
な
討
議
を
拝
聴
し
て
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
邑
智
農
政

会
議
と
し
て
も
美
郷
町
の
今
後
の
農
業
振
興
に
必
要
な
こ
と
を
会
員

諸
氏
と
協
議
し
、
美
郷
町
に
要
望
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。秋
に
は
更
に
農
政
に
係
る
視
察
研
修
会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
型
特
殊
免
許
取
得
者
を
対
象
に
、
け
ん
引
免
許
（
農
耕
者
限

定
）
取
得
試
験
の
準
備
講
習
会
を
実
施
し
、
８
名
の
方
が
受
講
さ

れ
ま
し
た
。
準
備
講
習
会
で
は
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
職
員
が

講
師
を
務
め
、
け
ん
引
規
定
と
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
ト
ラ

ク
タ
ー
乗
降
時
、
発
進
時
、
走
行
時
の
安
全
確
認
、
危
険
回
避
な

ど
の
講
習
を
受
け
、
ト
レ
ー
ラ
ー
を
装
着
し
た
実
機
確
認
及
び
走

行
の
実
技
指
導
の
あ
と
、
地
区
本
部
駐
車
場
に
設
け
ら
れ
た
模
擬

コ
ー
ス
で
一
日
を
か
け
て
走
行
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
地
区
本
部

で
は
今
後
も
組
合
員
の
皆
様
の
農
耕
車
免
許
（
大
型
特
殊
免
許
・

け
ん
引
免
許
）
取
得
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
営
農
経
済
本
店
に
て
令
和
５
年
度
島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
が
６
月
７

日
に
開
催
さ
れ
、
16
日
に
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
品
評
会
は
県
内
で
生
産
さ

れ
る
原
木
栽
培
乾
椎
茸
の
品
質
向
上
、
規
格
の
統
一
な
ら
び
に
生
産
意
欲
の
向
上
な
ど

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
県
内
か
ら
「
ど
ん
こ
系
」、「
こ
う
こ
」、「
こ

う
し
ん
」
な
ど
77
点
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
管
内
か
ら

も
９
点
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
、
川
本
町
の
松
田
美
知
子
さ
ん
の

「
ど
ん
こ
」
が
優
秀
賞
【
全
農
麦
類
農

産
部
長
賞
】
に
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

松
田
さ
ん
の
「
ど
ん
こ
」
は
今
後

開
催
さ
れ
る
全
国
乾
椎
茸
品
評
会
に

出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。
同
品
評
会

で
の
更
な
る
受
賞
を
期
待
し
ま
す
。

邑
智
農
政
会
議
研
修
を

実
施

け
ん
引
免
許
（
農
耕
車
限
定
）

取
得
準
備
講
習
会
の
開
催

令
和
５
年
度
島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
開
催

令
和
５
年
度
島
根
県
乾
椎
茸
品
評
会
受
賞
者
（
敬
称
略
）

優
秀
賞
【
全
農
麦
類
農
産
部
長
賞
】

　

ど
ん
こ　
　
　

松
田
美
知
子
（
川
本
町
）

優
良
賞
【
島
根
県
椎
茸
生
産
者
組
合
協
議
会
長
賞
】

　

ど
ん
こ　
　
　

𠮷
賀
春
雄
（
邑
南
町
）

佳
良
賞
【
島
根
県
椎
茸
生
産
者
組
合
協
議
会
長
賞
】

　

こ
う
こ　
　
　

𠮷
賀
友
江
（
邑
南
町
）

　

こ
う
こ　
　
　

北
村
豈
弘
（
邑
南
町
）

　
茶
花
ど
ん
こ　

松
田
直
美
（
川
本
町
）

県内の受賞者優秀賞　川本町　松田美知子さん
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退職事由 氏　　　名 現部署・役職 職員区分

依願退職 石橋　真悠 企画総務部 有期雇用

１．退職【令和５年６月30日付】

新任部署・職位 氏　　　名 旧任部署・職位 備考

企画総務部 牛嶋　一貴 企画総務部
（事務見習い） 正職員

２．採用【令和５年７月１日付】本採用

新任部署・職位 氏　　　名 旧任部署・職位

邑北営農生活ブロック 服部　亮 邑南営農生活ブロック

３．異動【令和５年７月１日付】地区本部内異動

人事異動のお知らせ

邑
智
支
店
（
森
山
七

重
支
店
長
）
と
女
性
部

フ
レ
ミ
ズ
部
会
（
村
上

ユ
リ
会
長
）
は
、
支
店
前
の
花
壇
に

朝
顔
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。
村
上
会

長
は
「
立
派
な
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に

育
っ
て
も
ら
い
、
ご
来
店
の
皆
様
に
癒

し
を
も
た
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

桜
江
支
店

（
大
石
振
一
郎

支
店
長
）
と

女
性
部
桜
江
支
部
（
安
原
八
千
子
部
長
）
は
、
桜

江
支
部
部
員
の
手
芸
作
品
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品

を
順
次
展
示
し
ま
す
。
安
原
部
長
は
「
４
地
区
が

２
ヶ
月
間
ず
つ
展
示
し
ま
す
。
各
回
と
も
乞
う
ご

期
待
く
だ
さ
い
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
谷
住
郷
地
区
の
作
品
を
展
示
し
て
お
り
ま
す

の
で
窓
口
ご
来
店
の
際
は
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

①谷住郷地区
　６月14日～８月８日
②川越地区
　８月９日～10月12日
③市山地区
　10月13日～12月11日
④川戸地区
　12月12日～令和６年２月16日

石
見
支
店
&

女
性
部
石
見
支
部
邑
智
支
店
&

女
性
部
フ
レ
ミ
ズ
部
会

桜
江
支
店
&

女
性
部
桜
江
支
部

おもてなしプロジェクトJA役職員・
女性部員統一行動

石
見
支
店
（
森
橋

浩
支
店
長
）
と
女
性

部
石
見
支
部
（
寺
内

洋
子
部
長
）
は
、
支
店
出
入
り
口

に
置
く
花
の
寄
せ
植
え
と
、
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
用
の
朝
顔
、
サ
サ
ゲ

豆
の
他
に
ケ
イ
ト
ウ
の
苗
を
植
え

た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
支
店
前
に
設
置

し
ま
し
た
。
寺
内
部
長
は
「
毎
年

楽
し
み
に
活
動
し
て
お
り
、
今
年

は
ど
う
し
よ
う

か
と
考
え
る
こ

と
に
わ
く
わ
く

し
ま
す
」
と
笑

顔
で
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し

た
。

14
６月

12
６月

14
６月

~

16
２月
令和６年

予定

今後の展示予定
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21
６月

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
２
回
講
座
は
「
健
康

寿
命
１
０
０
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
柱
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
健
康
・
介
護
・
医
療
」

に
基
づ
き
「
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
か

ら
３
名
の
技
師
、
保
健
師
を
迎
え
、
骨
密

度
検
査
の
他
、
身
長
、
体
重
、
血
圧
、
握

力
測
定
、
10
ｍ
全
力
歩
行
の
計
測
な
ど
の

体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
た
。
森
恵
美
保

健
師
か
ら
測
定
結
果
の
見
方
や
、
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
骨
、
関
節
、
筋

力
な
ど
の
運
動
器
が
衰
え
、
移
動
能
力
が

低
下
し
て
要
介
護
に
な
る
危
険
が
高
い
状

態
）
予
備
軍
チ
ェ
ッ
ク
と
ロ
コ
モ
三
大
要

因
で
あ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
三
原
則

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
続
く
筋
ト
レ
で

は
運
動
器
を
整
え
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
せ
る
「
鎖
骨
・
肩
甲
骨
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
」
を
学
び
、
実
際
に
筋
肉
の
弾
力

を
取
り
戻
し
骨
の
配
列
を
整
え
る
動
き
。

動
作
を
改
善
し
筋
肉
を
再
教
育
す
る
動
き

を
そ
れ
ぞ
れ
体
感
し
ま
し
た
。
受
講
生
は

「
動
き
が
緩
や
か
で
負
担
な
く
で
き
そ
う
」

「
続
け
て
身
体
の
歪
み
を
リ
セ
ッ
ト
し
た

い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
２
回
講
座
開
催

令和５年度 ライスセンター 利用料 令和５年度におけるライスセンターの利用料を 
下記により定めることとします。

もみ含有水分 16.0%
以下

16.1％

17.0％

17.1％

18.0％

18.1％

19.0％

19.1％

20.0％

20.1％

21.0％

21.1％

22.0％

22.1%

23.0%

23.1%

24.0%

24.1％

25.0％

25.1％

26.0％

26.1％

27.0％
27.1％
以上

玄米 1kg 当り（税込） 20.0 23.3 26.6 29.9 33.2 36.5 39.8 43.1 46.4 49.7 53.0 56.3 59.6

～～～～～～～～～～～

単位：円ライスセンター利用料

保有米運送　税込 143 円／袋
生もみ運送　税込　11 円／ kg

【ライスセンターからのお知らせ】
　すでにお知らせしていますように、ライスセンターでは令和５年より休業日を導入して業務を行ってまいります。各ライスセンターの休業日は、今月（７
月）配布の水稲栽培履歴に同封しております「ライスセンター休業日の導入について」をご確認いただくか、事業所ライスセンターの店頭にも休業日を
掲示をしておりますのでご確認の上、ご利用いただきますようお願いいたします。

色彩選別機利用料 玄米 1 袋（30kg・税込） 500 円（運賃　別途）

肥料の価格改定について（お知らせ）
　輸入原料価格の引き下げに伴い価格改定を下記期日で行いました。
　単肥・化成肥料は一部の銘柄を除き、全般的に値下げとなりました。但し、土壌改良資材等、原料が国産の銘柄並びに国内
製造諸経費の影響の大きい銘柄については値上げとなりました。
　また、今回の価格改定にあわせ県下肥料価格が統一になる他、店舗価格が新設され、各事業所（店舗）での持ち帰りの場合には、
予約価格で購入いただけます。

【購入例】 ホウ素入り野菜美人20㎏（７/５以降の統一価格）
　予約価格　3,261円…予約注文による配達料金込み価格です
　店舗価格　3,261円…持ち帰りに限ります
　当用配達価格　3,414円…都度注文による配達料金込み価格です

価格改定日 令和５年７月５日（水）購入分より：・

店 舗 価 格 予約価格と同額です
（ただし持ち帰りに限ります）
：・

当用配達価格・ 予約配達以外での都度注文による
配達購入価格（戸配送）
：

主要品目以外の商品について、店舗購入時には在庫状況をお問い合わ
せください。
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農 だ よ り営

連絡先　JAしまね 島根おおち地区本部 営農生活ブロック各事業所または営農部 TEL 0855-83-1623

　適切でない設置方法でも始めの内は被害が発生しない事もありますが、柵の中に美味しい物があると知ってしまった鳥獣は何
とかして中に入ろうと試行錯誤して圃場に入ります。細かい所まで気を配る必要があり大変かと思いますが、柵の効果を充分に
発揮する為にも正しい方法で設置を行ってください。
　大切な作物を守り抜き、笑顔で収穫を迎えることを願っています。被害対策について相談がありましたら、JA・各市町・地方
事務所の鳥獣担当へお問い合わせください。

白ぶちの耳

白いヒゲ

縞々のしっぽ

近年、アライグマによる農作
物被害・捕獲が増加していま
す。情報提供のご協力お願い
します。
※アライグマの捕獲は市町の
許可が必要です。

イノシシは夜行性？普段どこにいるの？
⇒本来は昼行性ですが、里にいるイノシ
シは人間との接触避け、夜の行動が中心
になります。

⇒イノシシの行動範囲は広くて４㎢（２
キロ四方）程度。被害を発生させている圃
場に隣接する茂みに寝屋（休憩場所）があ
る事も良くあります。
イノシシが安心して過ごせる茂みを作ら
ない事は重要な対策の一つです。

オオカミの尿が効果があるって本当？
⇒臆病なイノシシは“環境の変化”を嫌
います。最初は警戒をするかもしれま
せんが、慣れてしまえば気にすること
はなくなります。

イノシシが柵を跳び越えたのを見た！
⇒能力としては高さ1m程度の柵を跳
び越える事は可能です。しかし、ケガを
するリスクがある為、柵を跳ぶ行動は
最終手段です。

青色が嫌いって聞いたけど…
⇒イノシシは赤や黄緑の識別が
苦手ですが青は識別が可能で
す。ただし、見えるだけであって
嫌って避ける事はありません。

イノシシ対策で防護柵の設置は必須です。既に設置されている方も、
これからの方も基本を守って設置を行いましょう。被害対策 （防護柵について）

電気は24時間流す

電気柵

ワイヤーメッシュ柵

✓電池が切れていた。
✓柵線の幅が広すぎた。
✓電牧器を”夜間設定” にしていたため、朝方に入られた。
✓設置場所がアスファルト（絶縁）の為イノシシに通電
しなかった。

電気柵

✓草で隠れて、地面に隙間ができていたのに気がつか
なかった。

ワイヤーメッシュ柵

✓道路側は囲わなかった。
⇒道路の他、川、土手からも侵入します。

全ての柵

「防護柵をしてるのに入られた！」あるある談

電圧は4000V以上

地際に隙間を作らない

メッシュは10cm角

柵線の幅20cm間隔

メッシュは１マス分
重ねた状態にする

　島根県西部農林水産振興センター県央事務所・鳥獣専門指導員の岩下です。
　シリーズでお届けしている鳥獣被害対策情報。第３回目、最後のテーマは“イノシシ”です。
　“獣害”と聞いて最初に思い浮かぶ動物と言えばイノシシではないでしょうか？イノシシによる被害対策の情
報は多く、既に対策を実践されている方も多いはずです。
　今回はイノシシについて、よくいただく質問や被害対策の失敗談についても紹介していこうと思います。

「どうする！鳥獣対策」「どうする！鳥獣対策」第三回（最終回）イノシシの被害対策第三回（最終回）イノシシの被害対策
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農 だ よ り営

ケイトウ「７月の管理」ケイトウ「７月の管理」
マルチの穴から発生した草は小さいうちに抜き、大きい草はハサミなど
で切りましょう。

草取り

草丈が伸長するに従い、倒れやすくなるため適宜ネットを上げましょ
う。台風接近が予想される場合は、ネットを必ず草丈の２／３の位置ま
で上げることと、補強の支柱を増やして対応しましょう。草丈が高い部
分、低い部分でネットの高さを調整しましょう。

ネット上げ

特に害虫予防を徹底しましょう。葉っぱも商品です。
雨が続いた時などには葉っぱに黒い斑点がでる可能性があるので予防が必要です。

早期発見早期防除（生育期間中最低２回防除）

対策農薬 希釈倍率 希釈方法 使用回数
アルバリン顆粒水溶剤 ２,000～３,000倍 100～300リットル/10a 5回以内
ベストガード水溶剤 1,000～２,000倍 100～300リットル/10a 4回以内

◎アブラムシ防除（アリがいたら防除必要）

対策農薬 希釈倍率 希釈方法 使用回数
トップジンＭ水和剤 1,500倍～２,000倍 100～300リットル/10a 5回以内

◎輪紋病防除

対策農薬 希釈倍率 希釈方法 使用回数
オルトラン水和剤 1,000～１,500倍 100～300リットル/10a 5回以内
ダントツ水溶剤 2,000～４,000倍 100～300リットル/10a 4回以内

◎アザミウマ防除

輪紋病 アザミウマ アブラムシ

水稲現地
指導会
水稲現地
指導会

昨年茶米が多かった。
畦畔の枯草等、稲下位葉の枯
死等から菌が繁殖、稲の開花
期に飛散し病原菌が籾の中へ
侵入（風などによる穂ずれも影
響）、登熟とともに繁殖し玄米
が着色又は刈り遅れによる着
色粒発生が助長されます。

過リン酸石灰施用効果は？
速効性のあるリン酸肥料です。
作物の根張りが良くなり、茎葉
がしっかり育ち病害虫、冷害、
倒伏等に対する抵抗力が増し
ます。

珪酸加里施用の費用対効果は？
根張りが良くなり、より多くの
養分・水分を吸収でき高温条件
でも乳白粒の発生が軽減さ
れ、病害への抵抗力や倒伏を
軽減する効果や、光合成能を
高めデンプンが多く生成され
登熟が向上し食味の改善が期
待できます。

除草剤ゼータプラス効果が悪
い？
ゼータプラスの成分であるフェ
ンキノトリオンは根・茎葉部か
ら吸収し枯殺するので多少時
間がかかることもあります。

ハーブ米で土壌改良材のカキ
テツは使用できないか？
ハーブ米でカキテツは使用可
能です。詳しくは稲作暦をご確
認お願いいたします。

つや姫の元肥、プラスチック
被膜殻が目立つ。改善の必要
があるのでは？
現在JAしまねではプラスチック
被膜をしていない肥料の試験を
行っています。
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農 だ よ り営

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 ブラシン粉剤DL ３～４kg 穂ばらみ期～穂揃期　収穫７日前まで
液剤 ブラシンフロアブル 1,000倍（薬剤150㏄／水150ℓ）穂ばらみ期～穂揃期　収穫７日前まで

水　稲水　稲
【水管理について…7月～８月】
（１）幼穂形成期～穂揃期…根の活力を保つ！！

稲の一生で最も水の必要な時期になります。根ぐされや下葉の枯れ上がりを防ぐため、こまめな間断灌水を行いま
しょう。

（２）穂揃期～登熟期…水田の夜間温度を下げる努力を！！
出穂後20日間は米の肥大が旺盛な時期なので、土壌水分が不足しないよう間断灌水を行い、根の活力を保つため
に常時の灌水は避けてください。また、夜間に高温が続く場合は心白粒対策のため、夜間の用水のかけ流しを行っ
てください。

（３）落水…早期落水をしない！！
早期落水は玄米の充実不足や、未熟粒、死米を増加させます。また、胴割れ粒や過乾燥の原因となり品質を低下さ
せるため、落水は穂揃い後25日頃（熟れ色の着き始め）を目安にしてください。

【病害虫防除…穂いもち、紋枯病、カメムシ、ウンカ】
○穂いもち防除

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 バリダシン粉剤DL ３～４kg 穂ばらみ期～出穂期　収穫14日前まで
粒剤 モンガリット粒剤 ３～４kg 出穂２～３週間前に湛水状態で使用　収穫45日前まで
液剤 バリダシン液剤５ 1,000倍（薬剤150㏄／水150ℓ）穂ばらみ期～出穂期　収穫14日前まで

○紋枯病防除

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 Zボルドー粉剤DL ３～４kg 出穂20～10日前に散布　出穂10日前まで
粉剤 モンガリット粒剤 ３～４kg 出穂2～3週間前に灌水状態で使用　収穫45日前まで
液剤 ドイツボルドー A 2,000倍（薬剤  75㏄／水150ℓ）出穂20～10日前に散布　出穂10日前まで

○稲こうじ防除

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意

粉剤
１回目 ビームトレボン粉剤5DL

（穂首いもち同時防除） ４㎏ 穂揃期を中心
収穫７日前まで

２回目 スタークル粉剤DL
（エクシード粉剤DL） ３kg １回目散布後10日後

収穫７日前まで

○カメムシ防除（基本防除）

薬剤名 通常散布 無人航空機に
よる散布 使用上の注意

液剤
１回目 ビームエイトトレボンゾル

（穂首いもち同時防除）    650倍（薬剤230㏄／水150ℓ）  ５倍（800㎖） 穂揃期を中心
収穫14日前まで

２回目 スタークル液剤10 1,000倍（薬剤150㏄／水150ℓ）  ８倍（800㎖） １回目散布後10日後
収穫７日前までエクシードフロアブル 2,000倍（薬剤  75㏄／水150ℓ） 16倍（800㎖）

○カメムシ防除（液剤防除）

薬剤名 10a当り薬剤量 使用上の注意
粉剤 スタークル粉剤DL ３kg 発生時随時防除　収穫７日前まで

○フタオビコヤガ（イネアオムシ）・ウンカ・ツマグロヨコバイ防除

※ハーブ米及びつや姫生産者の方は使用できる薬剤が限られますので、防除にあたっては稲作ごよみ又は、各事業所へご確認ください。

カメムシ類は、水田周辺の雑草で増殖し、稲穂が出
ると穂に集まり実を吸汁し、斑点米を発生させます。
フタオビコヤガは幼虫が葉を食害し、葉にカスリ状
の食痕が見られ、多発すると葉が食いつくされて中
央の葉脈だけが残ります。

○斑点米の原因となるカメムシ類と葉を食害するフタオビコヤガ

アカスジカスミカメ ホソハリカメムシ トゲシラホシカメムシ
フタオビコヤガ
（イネアオムシ）
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農 だ よ り営

重点品目野菜の８月の管理重点品目野菜の８月の管理

農薬散布する前に「防除日誌」を確認し「希釈倍数」「使用回数」をよく確認してください！
ルールを守って「安心・安全な農産物」を消費者に届けましょう！

防除は10～30㍑／ａを基本とし作物の大きさに応じて希釈液を増やしてください！
防除は葉の裏表ともにしっかりと散布してください。

１．白ねぎ お盆時期から「さび病」と「ボトリチス葉枯症」の予防を開始しましょう。 
夏休み後の土寄せは気温が下がってから実施を！排水対策を行い台風に備えましょう！ポイント

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
アザミウマ・シロイチモジヨトウ・
ネギコガ・ネギハモグリバエ ディアナ SC 2,500 〜 5,000 倍 収穫前日まで ２回以内

黒斑病・葉枯病・べと病・さび病 テーク水和剤 600倍 収穫14日前まで ３回以内
ボトリチス葉枯症・小菌核腐敗病・
黒斑病

ロブラール水和剤
1,000～1,500倍

収穫14日前まで ３回以内小菌核腐敗病 ※株元灌注 500倍
白絹病 ※株元灌注 500～1,000倍

４．ピーマン 雨が降った後の出荷ではヘタ痛みに注意しましょう！
尻腐れ病（カルシウム欠乏症）予防のため「カキパック」を定期的に散布しましょう（２週間置き）ポイント

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
オオタバコガ・チャノホコリダニ・
ハスモンヨトウ アニキ乳剤 2,000倍 収穫前日まで ３回以内
コナジラミ類 1,000～2,000倍
うどんこ病・斑点細菌病・斑点病 カスミンボルドー 1,000倍 収穫前日まで ５回以内

３．ミニトマト ハウス内の温度が40℃を超える日が続いたら「寒冷紗」をかけましょう！
※９月になったら天候を見て早めに寒冷紗を外しましょう！
単価が上がる９月出荷に向けて７月のトマトトーン処理は丁寧にやりましょう！
病害虫の徹底予防と定期的に灌水を行ってください

ポイント

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
オオタバコガ・トマトサビダニ・
ハスモンヨトウ・ハモグリバエ類 アニキ乳剤

2,000倍
収穫前日まで ３回以内コナジラミ類・

ミカンキイロアザミウマ 1,000～2,000倍

灰色かび病 ロブラール水和剤 1,000～1,500倍 収穫前日まで ３回以内斑点病・輪紋病 1,000倍
うどんこ病・すすかび病 トリフミン水和剤 3,000倍 収穫前日まで ５回以内葉かび病 3,000～5,000倍
すすかび病・葉かび病・菌核病・
斑点病・灰色かび病 ファンタジスタ顆粒水和剤 2,000～3,000倍 収穫前日まで ３回以内

２．なす

８月上旬予防

８月中下旬予防

ダニの発生に注意しましょう。（雨が多くても予防を忘れずに） 
雨や強風の後「褐色腐敗病」が多発するので必ず予防してください。（収穫時には気がつきません）

「褐色腐敗病」の対策　樹の負担軽減を目的に適期収穫を心がけてください。

ポイント

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
ハダニ類 スターマイトフロアブル 2,000倍 収穫前日 １回以内チャノホコリダニ ダブルフェースフロアブル
褐色腐敗病 ランマンフロアブル 2,000倍 収穫前日 ４回以内

対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期 回数
ハスモンヨトウ・オオタバコガ フェニックス顆粒水和剤 2,000～4,000倍 収穫前日 ３回以内アズキノメイガ 4,000倍
褐色腐敗病 プロポーズ顆粒水和剤 1,000倍 収穫前日 ４回以内
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島根おおち
地区本部

問い合わせ先 企画総務部 ☎83-1801

女 性 部 が 行 く

３
６月

「
幸
せ
の
た
ね 

た
ん
ぽ
ぽ
」

み
そ
玉
作
り

島
根
お
お
ち
女
性
部
フ
レ
ミ

ズ
部
会
「
幸
せ
の
た
ね 

た
ん
ぽ

ぽ
」（
村
上
ユ
リ
会
長
）
は
、
中

野
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
「
み
そ
玉
作
り
」
を
行
い
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
が
栽
培
し
た
「
赤

大
豆
」
で
醸
造
し
た
自
家
製
み

そ
に
、
干
し
椎
茸
、
ワ
カ
メ
、
と

ろ
ろ
昆
布
、
あ
ら
れ
、
ゴ
マ
、
麩
な
ど
の
具
材
を
組
み

合
わ
せ
団
子
状
に
丸
め
て
７
種
類
の
み
そ
玉
を
作
り
ま

し
た
。
最
後
に
お
椀
に
み
そ
玉
を
入
れ
、
お
湯
を
注
い

で
試
食
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
思
わ
ず
「
美
味
し
～

い
」
と
声
を
上
げ
「
お
湯
を
入
れ
る
だ
け
で
便
利
だ
ね
」

な
ど
と
感
想
を
述
べ
合
い
ま
し
た
。
み
そ
玉
作
り
は
久

し
振
り
の
フ
レ
ミ
ズ
部
会
の
活
動
と
な
り
近
況
を
語
り

合
う
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

島
根
お
お
ち
女
性
部
石
見
支
部
（
寺
内
洋
子
部
長
）

は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
香
梅
苑
」
を
訪
問
し
、
草
取

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
ま
し
た
。午
前
８
時
、

施
設
に
集
合
し
た
部
員

は
、
蒸
し
暑
い
天
候
に
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
、
植

え
ら
れ
た
花
な
ど
を
傷
め

な
い
よ
う
施
設
正
面
の
花

壇
と
中
庭
を
中
心
に
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
暑
く
て

大
変
な
作
業
で
し
た
が
、

お
互
い
の
話
し
声
や
笑
い

声
に
疲
れ
も
半
減
し
た
よ

う
で
す
。
寺
内
部
長
は「
入

所
の
方
に
少
し
で
も
気
持

ち
良
く
感
じ
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

10
６月

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で

親
睦
を
‼

島
根
お
お
ち
女
性
部
瑞
穂

支
部
（
住
金
末
子
部
長
）
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
部
員

同
士
の
親
睦
を
図
り
ま
し

た
。
当
日
は
心
配
さ
れ
た
雨

も
止
み
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和

と
な
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

部
員
は
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ

愛
用
の
道
具
で
試
合
に
挑
み

ま
し
た
。
ホ
ー
ル
で
は
ホ
ー

ル
ポ
ス
ト
を
目
指
し
順
番
に
シ
ョ
ッ
ト
し
、
ホ
ー
ル
ポ

ス
ト
の
周
辺
で
は
「
や
っ
た
ー
！
」
と
か
「
あ
ぁ
ー
ダ

メ
‼
」
な
ど
と
大
き
な
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
住
金

部
長
は
「
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で

嬉
し
い
。
今
後
も
続
け
た
い
」
と
力
強
く
話
さ
れ
ま

し
た
。

12
６月

優勝　城月　華江さん（前列左から２番目）
２位　荒田　妙子さん（前列左から３番目）
３位　日高　幸江さん（前列左側）
住金　末子部長　　　 （前列右側）
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今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 115 992,200 85,800 438,594 
ヌキ 171 831,600 85,800 602,716 
合計 286 536,723 

島根おおち
メス 20 795,300 283,800 457,215 
ヌキ 14 773,300 470,800 622,285 
合計 34 525,185 

瑞 穂
メス 2 443,300 437,800 440,550 
ヌキ 1 691,900 691,900 691,900 
合計 3 524,333 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

石 見
メス 4 511,500 393,800 436,425 
ヌキ 8 746,900 470,800 594,962 
合計 12 542,116 

川 本
メス 4 666,600 283,800 476,300 
ヌキ 1 678,700 678,700 678,700 
合計 5 516,780 

邑 智
メス 10 795,300 325,600 461,230 
ヌキ 4 773,300 534,600 645,425 
合計 14 513,857 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

◇
〝「
ど
う
す
る
！
鳥
獣
対
策
」
番
外
編
ヌ
ー
ト
リ
ア
〟
を
読
ん
で
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
が
我
が

家
の
田
ん
ぼ
に
も
出
没
し
、
自
由
に
（
？
）
歩
き
回
っ
て
い
て
、
先
日
電
柵
を
し
ま
し
た
。

空
か
ら
は
鳥
（
カ
ラ
ス
、
サ
ギ
な
ど
）
山
か
ら
は
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
…
と
野
菜
が
実
る
喜

び
よ
り
も
動
物
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
が
、
な
ん
と
か
な
ら

な
い
か
な
と
毎
年
思
い
ま
す
。�

石
見
支
店
管
内　

Ｈ
さ
ん　

？
代

●
田
畑
の
作
業
が
始
ま
る
頃
か
ら
至
る
所
で
鳥
獣
被
害
の
お
話
し
を
聞
き
ま
す
。
動
物
も

し
た
た
か
な
も
の
で
、
抜
け
道
を
見
つ
け
て
は
丹
精
込
め
た
米
や
野
菜
、
果
物
が
美
味
し

く
実
っ
た
頃
に
奪
い
に
き
ま
す
ね
。「
ど
う
す
る
！
鳥
獣
対
策
」
が
少
し
で
も
お
役
に
立
ち

ま
す
よ
う
に
‼

◇
草
花
が
最
も
生
育
が
良
く
伸
び
る
時
期
。
草
取
り
、
草
刈
り
を
や
っ
て
も
、
や
っ
て
も

す
ぐ
伸
び
て
き
ま
す
。
昨
年
か
ら
電
動
・
充
電
草
刈
機
を
購
入
し
て
初
心
者
草
刈
り
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
何
と
か
操
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
は
「
お
も
し
ろ
い
な
ぁ
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

石
見
支
店
管
内　

Ｓ
さ
ん　

70
代

●
草
刈
り
が
楽
し
い
な
ん
て
す
ば
ら
し
い
で
す
！
日
々
伸
び
る
草
と
の
戦
い
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
暑
く
な
り
ま
す
。
体
調
に
気
を
付
け
て
一
休
み
し
な
が
ら
草
刈
り
し
て
く
だ
さ
い

ね
😊

◇
た
ま
た
ま
見
て
家
族
で
読
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
楽
し
み
ま
し
た
。
後
ろ
の
ペ
ー
ジ
を
見

て
作
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
我
が
家
で
作
っ
て
い
る
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
で

大
き
く
な
り
ま
す
。�

桜
江
支
店
管
内　

Ｆ
さ
ん　

10
代

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
お
楽
し
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
６
月
号
し

ま
ね
う
レ
シ
ピ
の
「
生
姜
た
っ
ぷ
り
そ
ぼ
ろ
ご
飯
」
美
味
し
い
と
好
評
で
し
た
。
ぜ
ひ
石

見
高
原
ハ
ー
ブ
米
で
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
😉

◇
先
日
は
暑
く
、私
に
と
っ
て
水
分
な
し
で
は
と
思
い
、一
日
中
お
茶
、青
汁
（
大
麦
若
葉
）

色
々
試
し
て
飲
ん
で
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
昨
年
も
し
ん

ど
く
な
っ
て
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
た
の
で
、
今
年
こ
そ
は
年
齢
も
年
齢
だ
し
、
自
分
の
身
体

を
管
理
し
な
け
れ
ば
と
心
に
決
め
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

�

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｏ
さ
ん　

70
代

●
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
「
健
康
散
歩
」
で
は
、
私
た
ち
の
体
の
60
～
65
％
が
水
分
で
作
ら
れ
、

体
内
で
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
。
ま
ず
は
「
目
覚
め
の
１
杯
」「
寝
る
前
の
１
杯
」
プ
ラ

ス
２
杯
の
水
を
摂
る
習
慣
を
と
あ
り
ま
し
た
。
水
ば
か
り
だ
と
摂
り
に
く
い
時
も
あ
り
ま

す
。
Ｏ
さ
ん
の
よ
う
に
工
夫
し
て
摂
り
入
れ
る
の
も
良
い
で
す
ね
😊

県外移出率県外移出率
52.56%合計合計48.07%去勢去勢雌雌 58.78%

中央“続落”
令和５年６月子牛市場成績表

本県６月の子牛市場は、中央で開設し286頭の取引があり、平均価格
は雌438,594円(前回比50千円安)、去勢602,716円(前回比14千円安)、
計536,723円(前回比25千円安)で、“続落”の取引となりました。
出荷牛については、去勢は発育が良く全体に揃っていましたが、雌の

極端な発育不良の牛が目立ち、平均価格を大きく下げる要因となりまし
た。
加えて、管理不足（糞のこびりつき）の牛が目立ちました。また、出

荷前には濃厚飼料を切る指導がありますが、これを守られていないため
か、当日係留牛舎において下痢をしている牛が多く見受けられます。大
切な商品と認識していただき、購入者に喜ばれる飼育管理を行ってくだ
さい。
牛の下見は、購買者にとって購買の有無を決める大切な作業ですが、

一部の生産者の方は牛の周辺での雑談、購買者の下見が始まっているに
もかかわらず、牛の手入れなど購買者の下見の妨げになっている場面を
見かけます。ルールとマナーを守っていただきたいと思います。
価格は下がったものの、６月は購買者の来場も多く100頭のセリ時の

カード挿入枚数が56枚（例月45枚程度）となり今後も購買者誘致を積
極的に行っていきます。
枝肉相場においては、諸物価の高騰による先行き不安からぜいたく品

の買い控え傾向による末端の売れ行きが上向かないことから、引き合い
は限定的で相場は弱い状況です。７月に入れば少しずつ中元ギフト需要
が高まってくるために、少しずつ相場も上向いてくると予想されます。
子牛出荷者である生産者の皆様にこの厳しい枝肉相場をご覧いただく

ことも必要ではないでしょうか。和牛肉消費に協力しこの難局を乗り切
りましょう。
このような時こそ、繁殖農家での飼養頭数の維持・拡大及び後継者づ

くりに地域を挙げて取り組み、購買者が島根県内各子牛市場へ安心して
購買に来ていただけるよう上場頭数の確保につとめましょう。
〈補記〉
我々人間が生きていくためには家畜の存在は必要不可欠です。人間は

「家畜のいのちをいただいて」います。畜産に携わる人、食する全ての
人が、家畜への感謝の気持ちを忘れないことが大切ではないでしょうか。

令和５年６月子牛市場成績表
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ご相談・ご注文はJAしまね各事業所で承ります。
〇瑞穂事業所：83-1134　　〇羽須美事業所：88-0121　　〇石見事業所：95-1224
〇邑智事業所：75-1861　　〇大和事業所：82-2557　　〇川本事業所：72-0330
〇桜江事業所：92-8025　　〇総合生活課：95-3601

空調風神服
農作業・猛暑対策に最適

ウエアー オプション・ファン
・バッテリー

商品のご注文は　 0120-86-1188

精米機能付き
保冷米びつ

タイプ

10kg 用
20kg 用
30kg 用

88,980 円
94,980 円
99,980 円

送料込・税金込
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お問い合わせ先電話番号

今の電気代　困ってませんか？
　最近の世界情勢により、電気代がすごく高
くなっていませんか？
　冷暖房の設定温度も節約されていますが、
限界もあります。
　これからの電気は太陽光発電で蓄電し、必
要な分は自分で消費し余れば売るのも節約の
ポイントです。

　例えば　月２万円の電気料をお支払いの場
合、およそ２万円相当が発電されるソーラー
パネルと蓄電池を設置し、余れば売電し、足
らなければ（特に冬場）電気会社から電気を
購入！（売電料は以前と比べ安くなっていま
す。設置にあたっては、これまでの電気代に
あわせた規模が、より有利です。）

電気は 自産自消 の時代です!

まずは、シミュレーション
してみませんか！

：
：
：
：

0855-83-1132
0855-95-1224
0855-75-1861
0855-92-8025

瑞穂事業所
石見事業所
邑智事業所
桜江事業所 

羽須美事業所
川本事業所
大和事業所

：
：
：

0855-88-0121
0855-72-0330
0855-82-2557

蓄電池

期間 令和５年８月１日〜10月31日
店頭・配達価格より5円引き

３月の外勤日でお配りしました
割引チケットを持参ください。

農業用：灯油・軽油・混合油農業用：灯油・軽油・混合油
応援価格のご案内応援価格のご案内

JA正組合員
のみなさまへ

島根おおち地区本部 生活部 燃料課
瑞 穂 給 油 所：0855-83-0151　　　井 原 給 油 所：0855-95-0406
市 木 給 油 所：0855-85-1001　　　阿 須 那 給 油 所：0855-88-0130
日 和 給 油 所：0855-97-0126　　　日 貫 給 油 所：0855-97-0401
宮 内 給 油 所
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【お問い合わせ先】JAしまね　瑞穂支店【お問い合わせ先】JAしまね　瑞穂支店（0855）83（0855）83--11311131
もしくはお近くのJA各支店へ･･･もしくはお近くのJA各支店へ･･･

老後生活を続けるなかで、生活費がなくなることはできる
だけ避けなければいけません。
すこしでもご自身の生活を守るために資産の寿命を延ば
すことは、とても重要な取り組みです。
資産の延ばし方についてはJAでご相談できますので、一
度ご来店してみてください‼
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JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

年金相談会とは？
・お一人様約30分枠での個別相談です！
（令和５年度の相談会は、ほとんどの支店で土曜日の９～12時開催になりますが、日にちをご連絡い
ただければ、随時、個別相談も承っております。）

お持ちいただく物

相談内容
・年金の受給時期・繰上げ・繰下げについて
・ご夫婦の加入状況が分かれば、加給年金・振替加算について
・退職時期に悩んでおられる方は、社会保険（雇用保険・健康保険）について
・まだまだお仕事を続けられる方は、年金との兼ね合いについて
・年金請求時に必要な添付書類および手続きについて　　　　　　　　　　　などなど・・・

ご本人様のご加入状況によってお話の内容は変わってきます。
委任状をいただいて年金事務所でお調べし、後日の回答にさせていただく事もございます。

・認印 ・年金手帳 ・ねんきん定期便 ・緑の封筒

ハガキ
封書（59歳の時） 受給権が発生する方

担当者より一言
　６月20日「年金受給者日帰り旅行」に添乗し、年金受給者の皆様と四国の今治まで行ってきました。
当日は梅雨の晴れ間となり暑いぐらいでしたが「いつも楽しみにしていた。また来年も行きたい。」とい
うお声もあり皆様に楽しんでいただけて良かったです。今後も皆様に喜んでいただける企画を開催で
きるよう頑張ります！！

８月年金相談会 瑞穂支店 ８月19日（土）9：00～12：00

８月号は、加給年金についてです。

8月1６日
８月の行事予定

ゆとり倶楽部第４回講座「自然を学ぶ」

17日（木）・18日（金）・19日（土）８月の外勤日

水
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